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祝 道志村成人式

道 志 村 民 憲 章
私たちの七里は、緑と清流と歴史の郷です。

この地に生きることに誇りをもち、平和な村
を築くため、ここに憲章を定めます。
私たちは
一、自然を愛し平和な村をつくります。
一、生産に励み豊かな村をつくります。
一、伝統を重んじ、教養を高め、文化の村

をつくります。
一、人情といたわりの心を養い、福祉の村

をつくります。
一、明るく健康で、活力ある村をつくります。

今年度は 20人の方が、成人を迎えました



　　

成人おめでとう

平成23年２月１日（２）



平
成
23
年
１
月
10
日
、
道
志
中
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
消
防
団
員
１
７
０

名
が
参
加
し
て
、
新
春
恒
例
の
「
道
志
村

消
防
団
出
初
式
」
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

団
員
各
位
の
厳
正
な
規
律
の
も
と
、
池

谷
勝
消
防
団
長
の
訓
示
、
大
田
村
長
挨

拶
、
新
入
団
員
代
表
佐
藤
徹
生
さ
ん
の
力

強
い
宣
誓
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
、
山
梨
県
知
事
、
県
議
会

議
員
、
県
消
防
協
会
東
部
支
部
長
、
村
議

会
議
長
な
ど
多
数
の
ご
来
賓
の
ご
臨
席
を

賜
り
ま
し
た
。

ま
た
、
音
楽
隊
の
吹
奏
で
は
、
日
頃
の

訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
、
ご
来
賓
の
方
々

か
ら
惜
し
み
な
い
拍
手
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

（３）

今
後
も
多
忙
の
生
業
の
か
た
わ
ら
、

日
々
の
訓
練
を
重
ね
、
技
術
の
向
上
を
図

り
、
防
災
活
動
の
中
核
と
し
て
地
域
住
民

の
生
命
・
身
体
・
財
産
を
災
害
か
ら
守
り
、

さ
ら
な
る
ご
尽
力
を
切
望
い
た
し
ま
す
。

当
日
、
栄
え
あ
る
表
彰
を
お
受
け
に
な

ら
れ
た
皆
様
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。心

か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
入
団
員
、表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
平
成
22
年
度
新
入
団
員
紹
介
（
10
名
）

佐
藤
徹
生
、
佐
藤
貴
博
、
山
本
　
信

山
口
勝
太
、
佐
藤
拓
郎
、
佐
藤
恵
英

山
口
祐
輝
、
山
口
　
翔
、
渡
辺
淳
平

佐
藤
勝
久

●
山
梨
県
消
防
協
会
長
表
彰

①
甲
種
功
労
章
（
１
名
）

山
口
栄
一

②
乙
種
功
労
章
（
６
名
）

山
口
忠
雄
、
湯
川
和
則
、
佐
藤
利
一

杉
本
長
仁
、
杉
本
公
夫
、
加
藤
　
晃
　
　

●
山
梨
県
消
防
協
会
東
部
支
部
長
表
彰

（
６
名
）

出
羽
勝
頼
、
佐
藤
義
幸
、
山
本
　
弘

菅
谷
勝
己
、
山
口
哲
央
、
加
藤
修
央

●
山
梨
県
富
士
・
東
部
地
域

県
民
セ
ン
タ
ー
所
長
表
彰
（
２
名
）

山
口
　
元
、
佐
藤
久
嗣

●
大
月
警
察
署
長
及
び
山
梨
県
防
犯
協
会

大
月
支
部
長
表
彰
　
　
　
（
５
名
）

佐
藤
　
進
、
北
浦
　
晋
、
出
羽
芳
正

山
口
時
彦
、
池
谷
一
弘

平
成
23
年

道
志
村
消
防
団
出
初
式池谷勝消防団長の訓示

●
道
志
村
長
表
彰

①
特
別
功
労
章
（
30
年
勤
続
）（
２
名
）

出
羽
久
美
男
、
佐
藤
昭
雄

②
功
労
章
（
25
年
勤
続
）（
２
名
）

出
羽
達
彦
、
佐
藤
　
久

●
道
志
村
消
防
団
長
表
彰

①
永
年
勤
続
章
（
20
年
勤
続
）（
11
名
）

水
越
克
伸
、
佐
藤
　
進
、
山
口
哲
央

山
口
時
彦
、
湯
川
和
則
、
佐
藤
貢
三
　
　
　
　
　
　
　

志
村
真
樹
、
山
口
勝
二
、
佐
藤
明
仁

佐
藤
敬
章
、
池
谷
芳
彦

②
勤
続
章
（
15
年
勤
続
）（
９
名
）
　

菅
谷
勝
己
、
佐
藤
義
幸
、
池
谷
慎
司

杉
本
和
也

③
優
良
章
（
10
年
勤
続
）（
２
名
）

出
羽
正
広
、
出
羽
勝
頼

④
精
勤
章
（
３
年
勤
続
）（
２
名
）

山
口
和
彦
、
佐
藤
雄
一

整列する消防団員

新入団員代表による宣誓

音楽隊による吹奏
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道
志
村
郷
土
史
を
語
る
会
（
会
長
　
金
子
公
行
）
で
は
、
後
世
に
伝
承
す
べ
く

ど
ん
ど
焼
き
・
だ
ん
ご
さ
し
を
１
月
15
日（
土
）
体
験
農
園
広
場
に
て
実
施
し
ま

し
た
。

村
内
及
び
観
光
客
等
、老
若
男
女
が
お
よ
そ
百
人
集
ま
り
、伝
統
行
事
の
い
わ

れ
の
説
明
の
後
、
ヤ
マ
ッ
カ
（
や
ま
ぼ
う
し
）
の
木
の
枝
に
色
鮮
や
か
な
紅
白
の

だ
ん
ご
を
さ
し
五
穀
豊
穣
・
家
内
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

ど
ん
ど
焼
き
で
は
、
正
月
飾
り
の
火
柱
が
天
高
く
舞
い
歓
声
が
上
が
り
ま
し

た
。
カ
ツ
ン
ボ
（
ヌ
ル
デ
）
の
三
又
に
さ
し
た
団
子
を
焼
く
と
き
に
は
、
子
供
た

ち
も
炎
の
熱
さ
に
体
を
引
き
気
味
に
し
な
が
ら
焦
げ
目
を
つ
け
て
い
ま
し
た
。

大
人
が
団
子
を
焼
い
て
は
、
周
辺
の
参
加
者
た
ち
に
分
け
あ
た
え
る
場
面
も

あ
ち
こ
ち
で
み
ら
れ
、
伝
統
行
事
を
通
し
て
人
と
人
の
つ
な
が
り
が
持
て
た
道

志
村
ら
し
い
心
温
ま
る
行
事
で
し
た
。

今
年
は
鎮
ま
っ
た
炎
で
焼
き
芋
も
つ
く
り
ま
し
た
。
ほ
か
ほ
か
の
お
い
し
い

芋
を
ほ
お
ば
り
、
冷
た
く
な
っ
た
手
も
体
も
ほ
ん
の
り
温
ま
り
ま
し
た
。

団
子
づ
く
り
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
女
性
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
世
代
を
超
え

て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
の
皆
さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

「世代を超えて安心して暮らせる村づくり」の女性メンバーが
団子さしの団子づくりに参加しました

１月 15 日（土）に道志村の伝統行事として行われた「どんど焼き・団子さし」の団子づくりに
世代を超えて安心して暮らせる村づくりの女性メンバーが協力させていただきました。三つの分
科会の一つ「道志村のよさをピーアールし村民を増やすには」では、次世代に残したい道志村の宝
をテーマに今年のどんど焼き・団子さしに後援・参加することになりました。女性ボランティア
の方といっしょに総勢 25 名で団子づくりを行いました。

どんど焼き・団子さしの行事の成功という同じ目的に向かって各人が持てる力を出し合い協力
し合い達成感があふれていました。短時間ではありましたが、世間話・昔のどんど焼きの話など楽
しく人間関係を築けた貴重な時を過ごせました。



（５）

平成 23 年度　学童保育所の入所児童を募集します！！
１. 学童保育とは

両親が労働している児童の放課後や学校休業日を保護者に代わって保育することをいいます。

２. 入所対象児童および定員
小学校１年生〜小学校６年生（低学年優先入所）２０名程度

３. 入所基準 ① 保護者が家庭外で労働している家庭の児童
② 保護者が家庭内で児童と離れて労働している家庭の児童
③ 保護者のいない家庭の児童
④ 保護者が出産の直前直後や病気等で児童の保育が出来ない家庭の児童
⑤ 家庭に介護や看護をしなければならない家族がいる家庭の児童
⑥ 火災や地震などの不幸があり、児童の保育が出来ない家庭の児童

４. 開所場所 集いの家（馬場）

５. 開所日 平成２３年 4 月 1 日〜
・平日(学校登校日)・・・放課後〜１７時３０分
・学校休業日(創立記念日等)、

長期休暇・・・８時３０分〜１７時３０分

６. 休所日 土・日・祝日・お盆休み・お正月休み

７. 保育料 月額　３,０００円（別途、おやつ代がかかります。）

８. 注意事項 夏休み・冬休みの長期休暇のみの入所については、それぞれ１ヶ月前に入所申請の受
付を行います。平日入所している方も、入所状況によっては長期休暇も利用できると
は限りません。

９. 申請期間 平成２３年２月１日〜２月１０日

１０. 申請場所 道志村役場住民健康課　☎５２−２１１３　※申請書は、道志村役場住民健康課にあります。

毎月 2 回、火曜日の午前１０時から保育園入所前の親子を対象に開催しています。
今年度の内容は、軽食・おやつ作りや運動（３B 体操、ヨガ）を中心にしましたが、季節的

なものとして、水遊び（流しそうめん）やクリスマス会、餅つきも行いました。今後も計画し
ますので、ぜひご参加ください。

手作りお手玉をつくりました
つどいの家にて

つぼみっこくらぶの様子つぼみっこくらぶの様子つぼみっこくらぶの様子
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て
、
最
高
学
年
に
ふ
さ
わ
し
い
３
年
生
に

な
る
こ
と
で
す
。

部
活
で
は
、
練
習
か
ら
真
剣
に
取
り
組

み
、
選
手
権
や
総
体
で
良
い
記
録
を
残
し

た
い
で
す
。
３
年
生
と
し
て
は
今
年
が
最

後
に
な
る
の
で
、チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
、気

持
ち
良
く
部
活
が
終
わ
れ
る
よ
う
に
し
た

い
で
す
。
学
習
面
で
は
苦
手
な
科
目
を
重

点
に
し
て
勉
強
し
、
３
年
生
に
な
っ
た
と

き
に
は
、
得
意
科
目
に
し
た
い
で
す
。

１
年
　
菅
谷
　
美
月

私
が
今
年
頑
張
り
た
い
こ
と
は
、
部
活

と
勉
強
で
す
。部
活
で
は
、も
う
す
ぐ
レ
ギ

ュ
ラ
ー
が
決
ま
る
の
で
、
も
っ
と
練
習
を

頑
張
り
レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
な
り
た
い
で
す
。

勉
強
で
は
、
苦
手
な
教
科
も
あ
っ
た
の
で
、

毎
日
の
予
習
と
復
習
を
し
っ
か
り
と
や

り
、
少
し
で
も
点
数
を
上
げ
た
い
で
す
。

ま
た
、
３
年
生
に
贈
る
会
な
ど
の
行
事

も
成
功
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
完
成
間
近

体
育
館
の
建
築
工
事
も
順
調
に
進
み
、

２
月
25
日（
金
）に
竣
工
式
を
行
う
予
定
で

す
。
卒
業
式
は
、
３
月
10
日
（
木
）
に
挙
行

し
ま
す
。

●
集
会
活
動

本
校
で
は
、集
会
活
動
が
盛
ん
で
す
。２
学

期
後
半
に
は
、
合
唱
集
会
・
体
育
集
会
・
図

書
集
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

合
唱
集
会
で
は
、
各
学
年
と
も
放
課
後
な

ど
の
時
間
帯
を
利
用
し
て
練
習
を
積
ん
で
き

た
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。体
育
集
会
で
は
、

校
庭
で
４
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
ド
ッ
チ
ボ
ー

ル
を
楽
し
み
ま
し
た
。図
書
集
会
で
は
、先
生

方
の
お
薦
め
の
本
を
紹
介
す
る
場
面
も
あ
り

ま
し
た
。

学校だより 道志中学校 (第52号）

●
新
春
駅
伝
競
走
大
会

１
月
９
日
に
道
志
渓
谷
〜
山
中
湖
畔
〜
忍

野
八
海
を
駆
け
抜
け
る
駅
伝
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

選
手
達
は
、
先
月
の
後
半
か
ら
大
会
前
日

ま
で
、
部
活
動
の
合
間
を
ぬ
い
な
が
ら
地
道

に
練
習
を
積
み
重
ね
、当
日
を
迎
え
ま
し
た
。

中
学
校
の
参
加
は
本
校
だ
け
で
し
た
が
、

道
志
村
役
場
前
を
ス
タ
ー
ト
し
、
山
中
湖
を

経
由
し
て
忍
野
村
役
場
前
に
ゴ
ー
ル
す
る
５

区
間
を
走
り
ま
し
た
。
当
日
は
天
候
に
も
恵

ま
れ
、沿
道
の
方
々
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
、

本
校
の
選
手
達
は
持
て
る
力
を
十
分
に
発
揮

し
て
走
り
抜
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
各
家
庭
の
御
協
力
と
当
日
の

温
か
な
御
声
援
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

●
新
年
の
抱
負３

年
　
長
田
　
真
一

私
た
ち
三
年
生
は
、こ
れ
か
ら
受
験
・
卒

業
を
控
え
て
い
ま
す
。私
は
学
年
会
長
と
し

て
、ク
ラ
ス
の
皆
が
受
験
に
前
向
き
な
気
持

ち
を
持
て
る
よ
う
に
ま
と
め
て
い
き
た
い

で
す
。
ま
た
、
三
年
生
と
し
て
見
本
と
な
る

よ
う
な
生
活
態
度
を
後
輩
に
示
し
、道
志
中

学
校
に
良
い
足
跡
を
残
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
皆
で
立
派
に
卒
業
式

を
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
道
へ
胸
を
張
っ
て
旅

立
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

２
年
　
長
田
　
知
夏

私
の
今
年
の
目
標
は
、中
学
校
の
最
高
学

年
と
し
て
後
輩
の
見
本
と
な
り
、今
ま
で
私

が
教
わ
っ
て
き
た
こ
と
を
後
輩
達
に
教
え

会
　
長
　
佐
藤
　
幸
大

副
会
長
　
山
口
　
兼
生
・
佐
藤
　
美
里

書
　
記
　
山
口
　
隼
人
・
佐
藤
　
汐
音

会
　
計
　
杉
本
　
寛
生
・
平
賀
み
な
み

１
区
　
出
羽
景
虎
　
杉
本
　
華

２
区
　
水
越
義
貴
    山
口
留
奈

３
区
　
池
谷
拓
真
    山
口
由
里

４
区
　
水
越
健
太
    菅
谷
美
月

５
区
　
杉
本
翔
太
    佐
藤
真
美

体育集会の様子

平成 23 年度生徒会役員

完成間近の体育館

●
生
徒
会
役
員
選
挙

平
成
二
十
三
年
度
の
生
徒
会
役
員
を
決
め

る
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
先
駆
け

て
「
全
力
選
挙
〜
伝
統
を
受
け
継
ぎ
新
し
い

時
代
を
創
る
〜
」
を
選
挙
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し

て
立
合
演
説
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

候
補
者
は
自
分
の
掲
げ
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

を
真
剣
に
発
表
し
、
選
ぶ
側
の
生
徒
達
も
そ

れ
を
真
剣
な
態
度
で
聴
く
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
道
志
中
の
生
徒
達
の
前
向
き
で
や
る
気

の
あ
る
姿
勢
を
改
め
て
感
じ
、
こ
れ
か
ら
の

活
躍
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

新
生
徒
会
執
行
部
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26
午前中のみ診察

18

3／3
研修のため休診

27 28

2

22
午前：胃カメラ

5
午前中のみ診察

14

98
午前：胃カメラ

76

2321

4

12
休診

19
午前中のみ診察

3
研修のため休診

10
研修のため休診

17
研修のため休診

24
研修のため休診

3／4 3／5
午前中のみ診察

16

3／2

15
午前：胃カメラ

3／1
午前：胃カメラ

13

20

11
建国記念の日

25

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

■月始めには保険証の提出をお願いします。
■連休がありますので、お薬がなくならないように早めの受診をお願い致します。

1／30 1／31 1
午前：胃カメラ２

月
の
予
定

診 療 所 だ よ り
●昨年夏の記録的猛暑の影響で、今春の花粉飛散量は例年と比し多くなる予想です。花粉症（季
節性アレルギー性鼻炎・結膜炎）は、花粉飛散量によって重症度が大幅にかつ急激に変化する
ため、今年は注意が必要です。

花粉症は、花粉が鼻粘膜や目に付着し過剰な反応としてアレルギー反応を呈し、発作的に起こるくし
ゃみ、水性鼻汁、鼻閉を中心とした症状が現れます。感冒との区別はすぐにはつきにくいのですが、花
粉症は粘り気のない透明な鼻汁を頻回に認め、鼻のかゆみ、涙目、眼の充血やかゆみの症状が同時にみ
られることが特徴です。一方の感冒は、全身倦怠感や発熱がみられます。一週間程度でも改善傾向のな
い鼻汁、鼻閉がみられる場合には、花粉症の可能性がありますので是非ご相談ください。毎年症状が強
く、薬物治療を受けている方は、花粉飛散開始の２週間前（だいたい１月末〜２月はじめ頃でしょうか）
から内服治療を開始するのが一般的ですので、早めの受診をおすすめします。

なお、ぜん息を基礎疾患として有している方で、花粉症症状のある方は注意が必要です。アレルギー
性鼻炎はぜん息発症の危険因子であるため、アレルギー性鼻炎の適切な管理がぜん息のコントロール
にとって重要なのです。春先にぜん息発作がみられている方は、アレルギー性鼻炎の治療を行いましょう。

●続いては、「診察を受けないで薬だけをもらうことはできませんか？」という質問の答えに
ついてお話します。

結論からいいますと、これはできません。医師法第２０条に「無診療治療等の禁止」という項目があ
ります。要するに、医師のほとんどの業務に関して、直接診察をせずに医療行為を行なってはならない
という規定です。したがって、診察なしで薬を出したり、処方箋を交付するのは医師法違反となります。

しかし道志村診療所を含めた現在の医療界の実情では、診察を受けずにお薬だけを貰われる場合も
あるかもしれません。例えば、雪のために受診できない、他院に入院していて受診できない時などです。
患者様ご本人がどうしても受診できないような場合に、家族の方が来院されて、患者様のご容態を医師
に説明をしていただき、助言を受けられるといった場合には、容認される場合があり、当院でもその解
釈で行っておりますが、例外的なものです。この場合でも認められる最低限の条件として、患者様本人
が最近診察を受けておられて、医師にも患者様のご様子を拝察することができる場合に限られると思
います。数ヶ月に渡って無診療投薬が続いている場合には、必ず受診されますようお願い致します。



平成23年２月１日（８）

平成 23 年１月７日（金）、村と都留信用組合との指定金融機関契約の調印式が行われました。
都留信用組合は昭和 27 年３月の創設以来、郡内地域社会の経済発展に貢献し、徹底した地域密

着政策と堅実経営を推進し、郡内地域で強固な基盤を築いている金融機関のひとつです。
当日は、都留信用組合から細田理事長、渡邊会長ほか７名のご参加をいただき、村からは佐藤喜

章議長はじめ村議会議員の皆さまの出席のもと盛大に行われました。
大田村長は「指定金融機関の受諾に対し感謝を申し上げるとともに、今後、都留信用組合との間

により良い関係を築いていけるように」とあいさつ。また、都留信用組合からは細田理事長が「公
金取扱い業務の円滑な移行と、地域の発展を支援したい」と、ごあいさついただきました。

都留信用組合との
指定金融機関契約の調印式を行いました

山梨県民信用組合の皆さまには長い間お世話になりました。
今後ともよろしくお願いいたします。

指定金融機関　　　����収納代理金融機関

都留信用組合　　　　山梨中央銀行
山梨県民信用組合
山梨信用金庫 【問い合わせ先】総務課・出納室�☎52−2111

※この度、新たに山梨信用金庫を収納代理金融機関として指定し、道志村の指定金融機関及び
収納代理金融機関は下記一覧のとおりとなりました。

【指定金融機関及び収納代理金融機関一覧】 ※左記の金融機関での村税等の納入に
手数料はかかりません。

※専用の納付書をお持ちの方は、ゆうちょ
銀行（郵便局）でも納入が可能です。



（９）

●
２
月
の
つ
ぼ
み
っ
こ
く
ら
ぶ

つ
ぼ
み
っ
こ
は
今
月
も
お
子
さ
ん
の
元

気
を
応
援
し
ま
す
。対
象
者
は
、保
育
所
入

所
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
で
す
。

◎
軽
食
・
手
作
り
お
や
つ
を
作
り
ま
し
ょ
う
！

日
時
　
２
月
１
日
（
火
）

午
前
10
時
〜

場
所
　
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー

講
師
　
古
谷
け
い
子
栄
養
士

内
容
　
簡
単
に
作
れ
る
ヘ
ル
シ
ー
お
や
つ

作
り
を
し
た
あ
と
試
食
し
ま
す
。

家
で
も
作
れ
て
お
い
し
い
お
や
つ

が
好
評
で
す
！

◎
キ
ッ
ズ
・
ヨ
ガ
に
参
加
し
よ
う
！

日
時
　
２
月
22
日
（
火
）

午
前
10
時
〜

場
所
　
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー

講
師
　
加
藤
恵
子
先
生

持
物
　
バ
ス
タ
オ
ル

（
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
が
あ
る
人
は
そ
れ
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。）

＊
動
き
や
す
い
服
装
で
お
出
で
下
さ
い

内
容
　
以
前
か
ら
要
望
の
あ
っ
た
ヨ
ガ
を

行
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
参
加

し
ま
し
ょ
う
！

育
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
お
願
い
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
合
わ
せ
先

役
場
住
民
健
康
課
保
健
師
（
伯
耆
・
宮
下
）

☎
52
–
２
１
１
３

●
生
涯
教
育
事
業「
冬
の
五
感
の
集
い
」

昔
な
つ
か
し
い
お
正
月
遊
び
。
凧
と
コ

マ
と
羽
根
突
き
な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
交

流
を
深
め
る
事
業
で
す
。
興
味
の
あ
る
方

は
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
平
成
23
年
２
月
５
日
（
土
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
頃

場
所
　
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー

対
象
　
ど
な
た
で
も（
20
名
程
度
）

※
参
加
費
は
無
料
で
す
が
、
昼
食
は
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
わ
せ
先

道
志
村
教
育
委
員
会

☎
52
–
１
０
２
０

●
山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院

南
都
留
学
園
学
生
募
集

山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院
で
は
、
平
成
23

年
度
入
学
生
を
募
集
し
ま
す
。「
生
き
が
い

の
創
造
と
地
域
文
化
の
振
興
」
が
勧
学
院

の
ね
ら
い
で
す
。
長
年
培
っ
て
き
た
知
識

や
技
能
を
さ
ら
に
磨
き
、
県
下
９
学
園
に

集
う
仲
間
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
山
梨
・

日
本
の
心
・
現
代
社
会
な
ど
に
つ
い
て
学

び
ま
す
。

・
募
集
人
数
　
各
学
園
40
名
（
県
下
９
学

園
で
３
６
０
名
）

・
入
学
資
格
　
県
内
在
住
の
概
ね
60
歳
以

上
の
方
で
、
健
康
で
学
習
意
欲
の
あ
る

方
。

・
修
業
年
限
　
２
ヵ
年

・
主
な
学
習
場
所
　
ぴ
ゅ
あ
富
士

・
募
集
期
間
　
平
成
23
年
２
月
１
日（
火
）

か
ら
３
月
18
日
（
金
）。
但
し
、
定
員
に

達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

・
学
費
な
ど
　
年
間
基
本
学
習
費
、
そ
の

他
保
険
代
を
集
金
し
ま
す
。

申
込
み
･問
合
わ
せ
先

富
士
・
東
部
教
育
事
務
所

（
南
都
留
合
同
庁
舎
内
）

☎
０
５
５
４
–
45
–
７
８
２
１

●
境
界
問
題
相
談
セ
ン
タ
ー
や
ま
な
し

山
梨
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
が
山
梨
県

弁
護
士
会
と
法
律
の
専
門
家「
弁
護
士
」が

協
力
し
て
皆
様
の
ご
相
談
に
応
じ
、
公

正
・
迅
速
・
円
満
な
形
で
問
題
の
解
決
を

目
指
す
よ
う
お
手
伝
い
い
た
し
ま
す
。

土
地
境
界
で
お
困
り
の
方
、
ま
ず
お
電

話
下
さ
い
。

問
合
わ
せ
先

境
界
問
題
相
談
セ
ン
タ
ー
や
ま
な
し

☎
０
５
５
–
２
２
５
–
３
７
３

お

知

ら

せ

く
ら
し
の
情
報

お

知

ら

せ

お

知

ら

せ

65 歳以上の高齢者のみなさんへ
村では、新たな「高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画」の策定に着手しています。高齢者保

健福祉計画・介護保険事業計画がより実りある計画となるよう、高齢者の方々から日頃の生活状況
や村の高齢者福祉施策に対するご意見・ご希望等をお聞きする為のアンケート調査（日常生活圏域
ニーズ調査）を実施します。ご協力をお願いいたします。

・調査対象者　�平成 23 年 2月 1日現在本村在住の 65歳以上の方全員
・調 査 期 間　�平成 23 年 2月 15 日～28 日（予定）

調査票の回収は、返信用封筒または民生委員の戸別訪問となります。



平成23年２月１日（10）

●
山
梨
県
の
最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

■
地
域
別
最
低
賃
金

最
低
賃
金
　
１
時
間
　
６
８
９
円

■
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金

・「
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、

電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機
械
器
具

製
造
業
」

最
低
賃
金
　
１
時
間
　
７
８
９
円

・
自
動
車
・
同
附
属
品
製
造
業

最
低
賃
金
　
１
時
間
　
７
９
８
円

●
使
用
済
二
輪
車
の
廃
棄
時
取
引

方
法
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
は
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
の
つ

い
た
車
両
の
み
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
が
不
用

で
し
た
が
、
平
成
23
年
10
月
か
ら
国
内
で

販
売
し
た
車
両
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
リ
サ
イ
ク
ル
料

金
の
払
い
込
み
が
不
要
と
な
り
ま
す
（
た

だ
し
取
扱
店
に
て
運
搬
料
金
等
は
必
要
と

な
り
ま
す
）。

●
子
供
の
ラ
イ
タ
ー
の
火
遊
び
に

よ
る
火
災
が
多
発
し
て
ま
す
！

ラ
イ
タ
ー
の
火
遊
び
に
よ
る
火
災
を
防

ぐ
に
は
、
周
囲
の
大
人
の
注
意
が
欠
か
せ

ま
せ
ん

！！

・
子
供
の
手
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
に
置
き

ま
し
ょ
う

・
子
供
に
触
ら
せ
ず
、
火
遊
び
の
危
険
性

を
教
え
ま
し
ょ
う

・
不
要
な
ラ
イ
タ
ー
は
き
ち
ん
と
捨
て
ま

し
ょ
う

・
子
供
に
簡
単
に
使
え
な
い
ラ
イ
タ
ー
が

販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、

ｅ
-Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

〜
ｅ
-Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
い
た
だ
く
メ
リ
ッ
ト
〜

①
最
高
５
，
０
０
０
円
の
税
額
控
除

平
成
22
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
を

本
人
の
電
子
署
名
及
び
電
子
証
明
書
を
付

し
て
、
申
告
期
限
内
に
ｅ
-Ｔ
ａ
ｘ
で
行
う

と
、所
得
税
額
か
ら
最
高
５
，０
０
０
円
の

控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
添
付
書
類
を
提
出
省
略

所
得
税
の
確
定
申
告
を
ｅ
-Ｔ
ａ
ｘ
で
行

う
場
合
、
医
療
費
の
領
収
書
や
源
泉
徴
収

票
等
は
、
そ
の
記
載
内
容
(病
院
な
ど
の
名

称
・
支
払
金
額
等
)を
入
力
し
て
送
信
す

る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
書
類
の
提
出

又
は
提
示
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
還
付
金
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

ｅ
-Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
さ
れ
た
還
付
申
告

は
早
期
処
理
し
て
い
ま
す
（
３
週
間
程
度

に
短
縮
）。

④
24
時
間
い
つ
で
も
利
用
可
能

所
得
税
の
確
定
申
告
期
間
中
は
、
24
時

間
ｅ
-Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
が
可
能
で
す
。

募集種目 資格 願書受付期間 第１次試験 概　　要

幹部候補生

一般曹候補生
（第１回） 18歳以上27歳未満の者 平成23年５月21日

技
　
能

● 平成23年度  自衛官募集案内 ●

予備自衛官補

一
般
・
技
術

20歳以上26歳未満の者
（22歳未満の者は大卒
（見込）含む）

専門の大卒（見込含む）
20歳以上30歳未満

18歳以上
保有する技能により
55歳未満の者

第１回　　　　　
平成23年
1月11日〜

4月6日
第２回

平成23年
7月19日〜

10月5日

第１回
平成23年

4月中旬

第２回
平成23年

10月上旬

平成23年
2月1日〜
5月6日

平成23年
5月14日

※パイロット要員
5月15日も
試験実施

入隊後約１年で３等陸・海・
空尉（大学院修士学位取得
者は２等陸・海・空尉）

免許取得後歯科は２等陸・
海・空尉、薬剤科は入隊後
約１年で３等陸・海・空尉

入隊後２年９月経過以降選
考によりで３等陸・海・空尉

３年間で５０日間の訓練参
加後予備自衛官として任用

２年間で１０日間の訓練参
加後予備自衛官として任用

歯
科
・
薬
剤
科

一
　
般

18歳以上
34歳未満の者

区分

問合わせ先：自衛隊山梨地方協力本部募集課　☎�055−253−1591㈹
大月地域事務所　　　　　　　　☎�0554−22−1298



ゃ
く
、つ
け
も
の
、う
ど
ん
、煮
物
と
料

理
が
所
せ
ま
し
と
並
べ
ら
れ
、
舌
づ
つ

み
を
打
ち
な
が
ら
話
に
花
が
咲
い
て
い

ま
し
た
。食
後
は
、昔
懐
か
し
い
お
手
玉

遊
び
を
伝
授
し
て
も
ら
い
、
次
に
は
武

田
節
・
道
志
音
頭
な
ど
参
加
者
が
世
代

を
超
え
て
歌
っ
て
踊
っ
て
楽
し
く
過
ご

し
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
お
年
寄
り
の
方
か
ら
は

「
昔
は
よ
く
近
所
で
話
を
し
た
。
こ
こ

に
来
て
顔
を
合
わ
せ
て
話
を
す
る
こ
と

が
と
て
も
楽
し
い
」「
家
に
居
て
こ
た
つ

に
あ
た
っ
て
い
る
よ
り
は
皆
と
笑
っ
て

お
い
し
い
鍋
を
食
べ
な
が
ら
過
ご
す
こ

と
で
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
」

な
ど
の
感
想
が
き
か
れ
ま
し
た
。
メ
ン

バ
ー
か
ら
も
「
大
変
だ
け
れ
ど
参
加
者

の
方
か
ら
感
謝
や
喜
び
の
声
が
き
か
れ
、

必
要
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ん
だ
と
実

感
で
き
て
や
り
が
い
を
感
じ
る
」
と
意

欲
的
な
意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
意

欲
的
な
住
民
の
皆
さ
ん
あ
っ
て
実
施
が

で
き
た
心
強
い
事
業
で
す
。

（11）

平
成
23
年
１
月
９
日（
日
）に
第
23
回

新
春
の
富
士
山
麓
を
走
る
道
志
渓
谷
―

山
中
湖
畔
―
忍
野
八
海
駅
伝
競
走
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。午
前
10
時
、ス
タ

ー
ト
を
き
る
ラ
ン
ナ
ー
を
応
援
し
よ
う

と
、
関
係
者
の
他
た
く
さ
ん
の
人
が
集

ま
り
、
道
志
村
役
場
前
は
期
待
と
緊
張

で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

本
年
度
は
約
15
チ
ー
ム
の
参
加
が
あ

り
、
ラ
ン
ナ
ー
ら
は
新
し
い
年
の
は
じ

め
を
颯
爽
と
走
り
出
し
、
た
す
き
を
繋

い
で
い
ま
し
た
。

大
月
法
人
会
に
よ
る
少
年
野
球
大
会

が
、平
成
22
年
11
月
26
日（
土
）道
志
中

学
校
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
道
志
・
山
中
・
山
中
東
・
忍

野
・
西
桂
・
秋
山
の
６
チ
ー
ム
が
参
加

し
、
白
熱
し
た
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

道
志
チ
ー
ム
は
惜
し
く
も
優
勝
は
逃

し
ま
し
た
が
、
３
位
と
健
闘
を
見
せ
ま

し
た
。

学
童
保
育
で
は
、
今
年
度
４
月
開
所

か
ら
15
名
の
通
年
入
所
児
の
放
課
後
保

育
を
し
て
い
ま
す
。
入
所
当
初
に
比
べ

子
供
達
の
身
体
も
成
長
と
と
も
に
心
の

成
長
が
み
ら
れ
ま
す
。
放
課
後
の
わ
ず

か
な
時
間
で
も
、
広
場
で
遊
ぶ
子
ど
も

達
の
姿
が
み
ら
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
雑
木

を
使
い
、広
場
の
一
角
に〝
基
地
〟を
作

っ
て
遊
ん
で
い
ま
す
。

つ
ど
い
の
家
は
公
民
館
施
設
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
が
な
け
れ
ば
、
今
年
度
実
施

道志村トピックス

毎
年
恒
例
◆
新
春
駅
伝
競
走
大
会

寒
さ
に
負
け
ず

元
気
に
過
ご
し
て
い
ま
す

ランナーが一斉にスタート！

大
月
法
人
会
野
球
大
会
が

道
志
村
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
何

よ
り
も
子
ど
も
達
が
安
全
に
楽
し
く
放

課
後
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
た
こ
と

を
、
周
辺
住
民
の
皆
さ
ん
や
地
域
の

方
々
に
感
謝
し
、
来
年
度
に
向
け
て
よ

り
よ
い
学
童
保
育
の
実
施
が
で
き
る
よ

う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

世
代
を
超
え
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

村
づ
く
り
の
「
高
齢
者
の
居
場
所
づ
く

り
」の
分
科
会
で
は
１
月
26
日（
水
）に

川
原
畑
改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
鍋

を
囲
ん
で
元
気
で
過
ご
す
た
め
の
新
年

会
」を
行
い
ま
し
た
。今
年
度
か
ら
川
原

畑
地
区
を
モ
デ
ル
に
実
施
し
て
き
た
催

し
も
今
回
は
第
３
回
目
と
な
り
、
参
加

者
数
は
メ
ン
バ
ー
を
入
れ
て
約
三
十
人

と
徐
々
に
増
え
て
い
ま
す
。
新
年
会
を

兼
ね
て
の
鍋
料
理
・
お
手
製
の
こ
ん
に

川
原
畑
地
区
高
齢
者
居
場
所
づ
く
り

「
新
年
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た

道志少年野球チームのメンバー

もちつきをする学童保育児童

新年会の様子
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お
誕
生
お
め
で
と
う
（
出
生
）

東
神
地
　
　
佐
藤
　
立�

�

煌�

く
ん

（
届
出
人
）佐
藤
利
也

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
（
死
亡
）

川
　
村
　
佐
藤
　
行
平
さ
ん
　
84
歳

（
12
月
届
出
）

慶

弔

◆自己紹介
兄が警察官ということもあり、憧れてこの職業に就き

ました。大月市真木の出身で、警察学校を卒業してから、
上野原、南甲府、北杜で勤務し、道志に来ました。家族
４人で駐在所と隣接している一軒家で暮らす現在の生
活は、とても快適です。

◆道志村の印象
住民のみなさんのお人柄がとてもよいと、日々感じて

います。近所の方が野菜を持ってきてくださったり、声
を掛けてくださったり、とても嬉しいです。どの地区で
もご近所同士のお付き合いができていると感じます。

また消防団の積極的な活動が、道志の強みではないか
思います。道志村消防団の集合・活動の回数は、他の地
域と比べ大変多く、しっかりと連携がなされています。
駐在一人の村には大きな強みであり、「何かあったらす
ぐ駆け付けるよ」と言ってくださり、大変頼りにしてお
ります。 

◆道志村で起こった事件について
昨年４月からの事件で主だったものは、車両盗難５

件、ナンバープレート盗難２件、資材盗難１件、自動販売
機荒らし１件です。その内２件、犯人逮捕ができました。

車両の盗難は、車のカギの付け放しが原因となりま
す。車のカギ、家のカギは必ず掛けてください。

◆メッセージ
村民のみなさんの暮らしを守るため、自分自身もたく

さん足を運びたいと思っております。
ただ、いつ何が起こるか分からない時代ですので、各自
の防犯意識を高めること等、ご協力をお願いします。

村民のみなさんのやさしさ溢れるこの道志村が好き
です。家族と暮らしながら、この道志村を守っていきた
いと考えています。

何かお困りのことがありましたら、２４時間、いつで
もお気軽にお越しください。

〒402-0209  山梨県南都留郡道志村６１８１-１　TEL 0554-52-2111 ㈹   FAX 0554-52-2572　URL http://www.vi l l .doshi . lg . jp/
Ｈ23.１.１現在　世帯数：622世帯　人口：1962人 (男：985人　女：977人）発行　道志村役場

伊奈さんで58人目となります。

大月警察署
道志警察官駐在所

伊  奈　 学さん

長
�

谷
�

川
��

結
��

太
�

くん（西和出村）

平成20年５月16日生
父  浩之さん　母  晴華さん

「毎年１月14日、孫のために細々と続けてきた」と語
ってくれた佐藤泰男さん。その泰男さんを筆頭に昨年か
ら地域みんなでどんどん焼きを再開しました。子どもか
らお年寄りまでが集まり、正月飾りや佐藤トシコさんが
作っただんごを焼きます。持ち寄ったお酒やお菓子を共
に食べながら、新年のあいさつを交わします。

数少なくなりつつある地域行事を大切にしたいという
思いから復活した野原のどんどん焼きです。（野原地区で
はどんど焼きではなく、どんどん焼きといわれています。）

２月３日は節分です。歳時記歳時記歳時記
節分と言えば、邪気を祓う為、豆まきを行う家庭は多いと思

います。掛け声は一般的に「福は内、鬼は外」ですが、「鬼は
内」という掛け声の地方もあるそうです。

豆まきの他、最近ではコンビニやスーパーで色々な種類の
「恵方巻」も売っています。「恵方巻」は、商売繁盛や無病息
災を願い、その年の「恵方」を向きながら、太巻きを丸かじり
するのが習わしとされています。
今年の恵方は、南南東よりやや南です。ラッキーなことがお

こりますように太巻きをまるかじりしましょう　

どんどん焼き（野原地区）


